
SIP プロファイルの設定

この章では、SIPプロファイルを設定および検索するための情報を提供します。 SIPプロファイ
ルは、SIPトランクおよび SIPエンドポイントに関連付けられている一連の SIP属性から構成さ
れます。SIPプロファイルには、名前、説明、タイミング、リトライ、コールピックアップURI
などの情報が含まれます。このプロファイルには、削除も変更もできない標準エントリがいく

つかあります。

• SIPプロファイルの設定の概要 , 1 ページ

• SIPプロファイルのリセット , 1 ページ

• SIPプロファイルの削除, 2 ページ

• SIPプロファイルの設定値 , 2 ページ

• SIPプロファイルの設定と SIPデバイスの同期化 , 22 ページ

SIP プロファイルの設定の概要
SIPプロファイルは、SIPトランクおよび SIPエンドポイントに関連付けられている一連の SIP属
性から構成されます。 SIPプロファイルには、名前、説明、タイミング、リトライ、コールピッ
クアップURIなどの情報が含まれます。このプロファイルには、削除も変更もできない標準エン
トリがいくつかあります。

SIP プロファイルのリセット
SIPプロファイルのリセット方法については、『CiscoUnified CommunicationsManagerシステムガ
イド』の [選択項目のリセット(Reset Selected)]および [リセット(Reset)]ボタンの説明を参照して
ください。

関連トピック

SIPプロファイルの設定と SIPデバイスの同期化 , （22ページ）
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SIP プロファイルの削除
SIPプロファイルを使用しているデバイスを検索するには、[SIPプロファイルの設定(SIP Profile
Configuration)]ウィンドウの [関連リンク(Related Links)]ドロップダウンリストボックスから [依
存関係レコード(Dependency Records)]リンクを選択します。依存関係レコードがシステムで使用
できない場合は、[依存関係レコード要約(Dependency Records Summary)]ウィンドウにメッセージ
が表示されます。依存関係レコードの詳細については、『Cisco Unified Communications Manager
システムガイド』を参照してください。

SIP プロファイルの設定値
以下の表では、[SIPプロファイルの設定(SIP Profile Configuration)]ウィンドウで使用できる設定に
ついて説明します。

表 1：SIP プロファイルの設定値

説明フィールド

[SIPプロファイル情報(SIP Profile Information)]

SIPプロファイルを識別する名前を入力します（たとえば
「SIP_7905」）。この値には、1～ 50文字（英数字、ドット、ダッ
シュ、またはアンダースコアを含む）を指定できます。

[名前(Name)]

SIPプロファイルの目的を指定します（たとえば「SIP for 7970」）。説
明には、任意の言語で最大50文字を指定できますが、二重引用符（"）、
パーセント記号（%）、アンパサンド（&）、バックスラッシュ（\）、
山カッコ（<>）は使用できません。

[説明(Description)]

RFC2833テレフォニーイベントのデフォルトペイロードタイプを指定
します。詳細については、RFC 2833を参照してください。ほとんどの
場合は、デフォルト値が適切なペイロードタイプです。変更するとデュ

アルトーン多重周波数（DTMF）トーンの受信や生成ができなくなる可
能性があるため、必ずこのパラメータをよく理解した上で変更してくだ

さい。デフォルト値は 101です。96～ 127の範囲で指定できます。

このパラメータの値は、次の状態のコールに影響を及ぼします。

•コールが、Cisco Unified Communications Managerからの発信 SIP
コールである。

•発信 SIPトランクに対して、SIPの [トランクの設定(Trunk
Configuration)]ウィンドウの [メディアターミネーションポイント
が必須(Media Termination Point Required)]チェックボックスがオン
である。

[デフォルトMTPテレ
フォニーイベントペイ

ロードタイプ(Default
MTP Telephony Event
Payload Type)]
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説明フィールド

ドロップダウンメニューから、設定済みの [リソースプライオリティ
ネームスペースリスト(Resource Priority Namespace List)]を選択します。
[システム(System)] > [MLPP] > [ネームスペース(Namespace)]からアクセ
スする [リソースプライオリティネームスペースリスト(Resource Priority
Namespace List)]メニューでリストを設定します。

[リソースプライオリ
ティネームスペースリ

スト(Resource Priority
Namespace List)]

[G.Clearコールに対する早期オファー(Early Offer for G.Clear Calls)]機能
は、標準ベースの G.Clear（CLEARMODE）と専用の Cisco Session
Description Protocol（SDP）の両方をサポートします。

[G.Clearコールに対する早期オファー(Early Offer for G.Clear Calls)]を有
効または無効にするには、次のいずれかのオプションを選択します。

• [無効(Disabled)]

• [CLEARMODE]

• [CCD]

• [G.nX64]

• [X-CCD]

[G.Clearコールに対する
早期オファー(Early
Offer for G.Clear Calls)]

セッションレベル帯域幅修飾子は、すべてのメディアストリームを使

用する場合に必要な帯域幅の最大値を指定します。セッションレベル

帯域幅修飾子には、Transport Independent Application Specific（TIAS）、
Application Specific（AS）、およびConference Total（CT）の 3つがあり
ます。

次のいずれかのオプションを選択して、SIP早期オファー要求または再
招待要求の SDP部分に組み込むセッションレベル帯域幅修飾子を指定
します。

• [TIASとAS(TIAS and AS)]

• [TIASのみ(TIAS only)]

• [ASのみ(AS only)]

• [CTのみ(CT only)]

[早期オファーおよび再
インバイトのSDPセッ
ションレベル帯域幅修

飾子(SDP Session-level
Bandwidth Modifier for
Early Offer and
Re-invites)]

Cisco Unified Communications Managerが、受け取ったオファー内のオー
ディオコーデックの初期設定に従って、処理中にそれを保持できるよ

うにするには、[オン(On)]を選択します。 CUCMが、受け取ったオ
ファー内のオーディオコーデックの初期設定を無視し、ローカルに設

定された [オーディオコーデックの初期設定リスト(AudioCodecPreference
List)]を適用できるようにするには、[オフ(Off)]を選択します。デフォ
ルトでは、サービスパラメータの設定が選択されます。

[受け取ったオファーの
オーディオコーデック

初期設定を承認(Accept
Audio Codec Preferences
in Received Offer)]
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説明フィールド

このチェックボックスをオンにして、SIPトランクにこの SIPプロファ
イルを設定すると、Cisco Unified Communications Managerの管理者は次
の操作を行うことができるようになります。

•特定のコーリングサーチスペースを、3xx応答内で受信したリダ
イレクト接続先に適用する。

•リダイレクトコンタクトに番号分析を適用し、コールが正しくルー
ティングされることを確認する。

•サービスパラメータで設定できるリダイレクション（再帰リダイ
レクション）の番号を制限することで、DOS攻撃を防止する。

•リダイレクションの実行中に、別の機能を起動できるようにする。

制限付きの電話番号（国際番号など）にリダイレクトされるということ

は、スタックレベルでリダイレクションを処理すると、コールはブロッ

クされずにルーティングされることを意味します。この動作は、[アプ
リケーションによるリダイレクト(Redirect by Application)]チェックボッ
クスがオフの場合に行われます。

[アプリケーションによ
るリダイレクト
(Redirect by
Application)]

デフォルトでは、Cisco Unified Communications Managerは、180応答ま
たは 183応答で SDPが受信されない場合、ローカルリングバックを再
生するように、発信側の電話機に信号を送ります。 180応答または 183
応答に SDPが含まれている場合、ローカルでリングバックが再生され
ず、Cisco Unified Communications Managerはメディアを接続し、発信側
の電話機は着信側のデバイスが送信するトーン（リングバックやビジー

信号など）を再生します。リングバックを受信しない場合は、接続先

のデバイスが180応答にSDPを含めているが、200OK応答の前にメディ
アを送信していない可能性があります。その場合は、このチェックボッ

クスをオンにして、発信側の電話機でローカルリングバックを再生し、

200OK応答の受信時にメディアを接続します。

リングバックを受信する電話機は発信側の電話機ですが、着

信側デバイスのプロファイル設定でこの動作が決まるため、

着信側デバイスのプロファイルでこの設定が必要となります。

（注）

[180で早期メディアを
無効化(Disable Early
Media on 180)]

このパラメータでは、システムがMicrosoft Exchangeからの信号を受け
付け、オーディオから T.38ファクスにコールを切り替えるように指定
できます。この機能を使用するには、このSIPプロファイルをSIPトラ
ンクに設定する必要があります。詳細については、第 68章「トランク
の設定」を参照してください。

このパラメータはSIPトランクだけに適用されます。SIPを実
行している電話機やその他のエンドポイントには、適用され

ません。

（注）

[発信T.38 INVITEに
オーディオmlineを含め
る(Outgoing T.38
INVITE include audio
mline)]
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説明フィールド

このオプションを選択すると、デュアルスタック SIPトランクで IPv4
と IPv6の両方のメディアを提供できるようになります。

[ANATを有効化(Enable ANAT)]チェックボックスと [メディアターミ
ネーションポイントが必須(Media Termination Point Required)]チェック
ボックスの両方をオンにすると、Cisco Unified Communications Manager
はデュアルスタックのメディアターミネーションポイント（MTP）を
挿入し、IPv4用と IPv6用の2つのm-lineを伴うオファーを送信します。
デュアルスタックのMTPを割り当てられない場合、Cisco Unified
Communications Managerは SDPなしで INVITEを送信します。

[ANATを有効化(Enable ANAT)]チェックボックスがオンで、[メディア
ターミネーションポイントが必須(Media Termination Point Required)]
チェックボックスがオフの場合、Cisco Unified Communications Manager
は SDPなしで INVITEを送信します。

[ANATを有効化(Enable ANAT)]チェックボックスと [メディアターミ
ネーションポイントが必須(Media Termination Point Required)]チェック
ボックスがオフの場合（または、MTPを割り当てられない場合）、Cisco
Unified Communications Managerは SDPなしで INVITEを送信します。

[ANATを有効化(Enable ANAT)]チェックボックスがオフで、[メディア
ターミネーションポイントが必須(Media Termination Point Required)]
チェックボックスがオンの場合、MTPを割り当てることができると想
定して、次の点を考慮してください。

• [IPアドレッシングモード(IP Addressing Mode)]が [IPv4のみ(IPv4
Only)]の SIPトランクの場合、CiscoUnified CommunicationsManager
は SDPで IPv4アドレスを送信します。

• [IPアドレッシングモード(IP Addressing Mode)]が [IPv6のみ(IPv6
Only)]の SIPトランクの場合、CiscoUnified CommunicationsManager
は SDPで IPv6アドレスを送信します。

•デュアルスタックSIPトランクの場合、CiscoUnifiedCommunications
Managerは、IP Addressing Mode Preference for Mediaエンタープラ
イズパラメータの設定に基づいて SDPで送信する IPアドレスの
タイプを決定します。

[ANATを有効化(Enable
ANAT)]
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説明フィールド

この機能は、Cisco Unified Communications Managerで、通話中のコー
デックの更新や、IPアドレス、ポート番号などの接続情報の更新を処理
する方法を指定します。

このボックスがオンの場合、Cisco Unified Communications Managerで
は、通話中のコーデックまたは接続の更新中に、INVITE a=inactive SDP
メッセージをエンドポイントに送信して、メディア交換を中断させま

す。これは、メディアを切断せずにコーデックまたは接続情報の変更

に対応する機能を持たないエンドポイントの場合に必要です。SIPから
SIPへのコールに含まれるオーディオストリームおよびビデオストリー
ムのみに適用されます。

早期オファー対応の SIPトランクの場合、このパラメータは
[通話中INVITEで送受信SDPを送信(Send send-receive SDP in
mid-call INVITE)]パラメータによって上書きされます。

（注）

このボックスがオフの場合、Cisco Unified Communications Managerで
は、事前に非アクティブ SDPを送信せずに通話中 SDPをピアレッグに
渡すことにより、メディア交換を中断させます。これが、デフォルト

の動作です。

[通話中のメディア変更
にはSDP Inactive
Exchangeが必要(Require
SDP Inactive Exchange
for Mid-Call Media
Change)]
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説明フィールド

この機能により、Cisco Unified Communications Managerでは、SIPヘッ
ダー情報の一部として着信側デバイスまたは発信トランクに渡すことに

よって、発信者の英数字のホスト名を中継できます。

•このボックスがオフの場合は、ユーザのホスト名の代わりにCisco
Unified Communications Managerの IPアドレスが回線デバイスまた
は発信トランクに渡されます。これが、デフォルトの動作です。

•このボックスがオンの場合、Cisco Unified Communications Manager
では、発信者の英数字のホスト名をSIPヘッダー情報の一部として
渡すことにより、着信側エンドポイントまで中継します。これに

より、着信側エンドポイントでは、着信履歴リストまたは不在履

歴リストを使用して、コールを折り返すことができます。コール

がCiscoUnified CommunicationsManagerクラスタ上の回線デバイス
から発信されており、SIPトランク上でルーティングされている場
合は、From、Remote-Party-ID、P-Asserted-IDなどの IDヘッダー
で、設定済みの組織のトップレベルドメイン（cisco.comなど）が
使用されます。コールが Cisco Unified Communications Manager上
のトランクから発信されており、SIPトランク上でルーティングさ
れている場合は、次のように処理されます。

◦着信コールの発信者の情報にホストまたはドメインが含まれ
ている場合、発信 SIPトランクメッセージでは、From、
Remote-Party-ID、P-Asserted-IDなどの IDヘッダー内のホスト
名が保持されます。

◦着信コールの発信者の情報にホストおよびドメインが含まれ
ていない場合は、設定済みの組織のトップレベルドメイン

が、From、Remote-Party-ID、P-Asserted-IDなどの IDヘッダー
で使用されます。

[SIP要求で完全修飾ド
メイン名を使用(Use
Fully Qualified Domain
Name in SIP Requests)]

サードパーティのAS-SIPエンドポイント、およびAS-SIPトランクで適
切なAssuredServiceの動作を確実に実行させるには、このチェックボッ
クスをオンにします。この設定により、特定の Assured Serviceの動作
が会議ファクトリや SRTPなどのサービスに影響します。

[Assured Services SIPと
の適合(Assured Services
SIP conformance)]

[電話で使用されるパラメータ(Parameters used in Phone)]

SIP INVITEが期限切れになるまでの時間を秒数で指定します。 Expires
ヘッダーはこの値を使用します。有効値は任意の正数です。デフォル

トは 180です。

[インバイトのタイムア
ウト値(秒)(Timer Invite
Expires (seconds))]
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説明フィールド

このフィールドは、SIPエンドポイントのみにより使用されます。エン
ドポイントは、tftp設定ファイルを介してこの値を受け取ります。エン
ドポイントは、登録期間が終わる [レジスタの再送間隔の調整値(Timer
Register Delta)]秒前に再登録します。登録期間は、SIP Station KeepAlive
Intervalサービスパラメータの値によって決まります。 [レジスタの再
送間隔の調整値(Timer Register Delta)]の有効な値の範囲は、32767～ 0
です。デフォルト値は 5です。

[レジスタの再送間隔の
調整値(秒)(Timer
Register Delta (seconds))]

このフィールドは、SIPエンドポイントのみにより使用されます。 SIP
エンドポイントは、tftp設定ファイルを介して値を受け取ります。 SIP
を実行している電話機が REGISTERメッセージの Expiresヘッダーで送
信する値を指定します。有効値は任意の正数です。デフォルト値は3600
（1時間）です。

エンドポイントが、SIP Station Keepalive Intervalサービスパラメータの
値よりも短い値を Expiresで送信すると、Cisco Unified Communications
Managerは、423「Interval Too Brief」で応答します。

エンドポイントが、SIP Station Keepalive Intervalサービスパラメータの
値よりも大きい値をExpiresで送信すると、CiscoUnifiedCommunications
Managerは200OKで応答します。これには、有効期限のKeepalive Interval
の値が含まれています。

SIPを実行している携帯電話では、CiscoUnifiedCommunications
Managerは、SIP Station Keepalive Intervalサービスパラメータ
で指定される値ではなく、このフィールドの値を使用して登

録期間を決定します。

（注）

TCP接続では、[レジスタのタイムアウト値(Timer Register
Expires)]フィールドの値は、SIP TCP Unused Connectionサー
ビスパラメータの値よりも小さくする必要があります。

（注）

[レジスタのタイムアウ
ト値(秒)(Timer Register
Expires (seconds))]

SIPメッセージの再送信タイマーの最小値をミリ秒数で指定します。有
効値は任意の正数です。デフォルトは 500です。

[タイマーT1(ミリ
秒)(Timer T1 (msec))]

SIPメッセージの再送信タイマーの最大値をミリ秒数で指定します。有
効値は任意の正数です。デフォルトは 4000です。

[タイマーT2(ミリ
秒)(Timer T2 (msec))]

INVITE要求が再送信される最大回数を指定します。有効値は任意の正
数です。デフォルトは 6です。

[インバイトの再試行値
(Retry INVITE)]

INVITE要求以外の SIPメッセージが再送信される最大回数を指定しま
す。有効値は任意の正数です。デフォルトは 10です。

[非インバイトの再試行
値(Retry Non-INVITE)]

メディア用のReal-TimeProtocol（RTP）ポート範囲の始まりを指定しま
す。メディアポート範囲は 2048～ 65535です。デフォルトは 16384
です。

[開始メディアポート
(Start Media Port)]
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説明フィールド

メディア用のReal-TimeProtocol（RTP）ポート範囲の終わりを指定しま
す。メディアポート範囲は 2048～ 65535です。デフォルトは 32766
です。

[終了メディアポート
(Stop Media Port)]

このURIでは、SIPを実行している電話機がコールピックアップの機能
を起動するためにCisco Unified CommunicationsManagerに送信する固有
のアドレスを指定します。

[コールピックアップ
URI(Call Pickup URI)]

このURIでは、SIPを実行している電話機がコールピックアップグルー
プの他の機能を起動するためにCisco Unified CommunicationsManagerに
送信する固有のアドレスを指定します。

[コールピックアップ他
グループURI(Call
Pickup Group Other
URI)]

このURIでは、SIPを実行している電話機がコールピックアップグルー
プの機能を起動するためにCisco Unified CommunicationsManagerに送信
する固有のアドレスを指定します。

[コールピックアップグ
ループURI(Call Pickup
Group URI)]

このURIでは、SIPを実行している電話機がミートミー会議機能を起動
するためにCisco Unified CommunicationsManagerに送信する固有のアド
レスを指定します。

[ミートミーサービス
URI(Meet Me Service
URI)]

REGISTERメッセージ内の user=パラメータを設定します。

有効値は次のとおりです。

• [none]：値は挿入されません。

• [Phone]：REGISTERのToヘッダー、Fromヘッダー、およびContact
ヘッダーに user=phoneという値が挿入されます。

• [IP]：REGISTERの Toヘッダー、Fromヘッダー、および Contact
ヘッダーに user=ipという値が挿入されます。

[ユーザ情報(User Info)]

インバンド DTMFディジットのトーンレベルを指定します。有効値は
次のとおりです。

• 1：[ノミナル値の6 dB下(6 dB below nominal)]

• 2：[ノミナル値の3 dB下(3 dB below nominal)]

• 3：[ノミナル値(Nominal)]

• 4：[ノミナル値の3 dB上(3 dB above nominal)]

• 5：[ノミナル値の6 dB上(6 dB above nominal)]

[DTMF DBレベル
(DTMF DB Level)]
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説明フィールド

保留中のコールがある状態で別のコールで話をしていて、そのコールを

切った場合、このパラメータがオンであると、電話機の呼び出し音が

鳴って、まだ他に保留中の相手がいることを通知されます。有効値は

次のとおりです。

• [オフ(Off)]：常に使用不可です。ユーザインターフェイスを使用
してローカルでオン/オフを切り替えることはできません。

• [オン(On)]：常に使用可能です。ユーザインターフェイスを使用し
てローカルでオン/オフを切り替えることはできません。

[コール保留時の呼び出
し音(Call Hold Ring
Back)]

非通知着信拒否を設定します。有効値は次のとおりです。

• [オフ(Off)]：常に使用不可です。ユーザインターフェイスを使用
してローカルでオン/オフを切り替えることはできません。

• [オン(On)]：常に使用可能です。ユーザインターフェイスを使用し
てローカルでオン/オフを切り替えることはできません。

[非通知着信拒否
(AnonymousCall Block)]

発信者 IDのブロッキングを設定します。ブロッキングが使用可能であ
る場合、電話機はそれ自身の番号または電子メールアドレスを、発信

者識別が使用可能な電話機からブロックします。有効値は次のとおり

です。

• [オフ(Off)]：常に使用不可です。ユーザインターフェイスを使用
してローカルでオン/オフを切り替えることはできません。

• [オン(On)]：常に使用可能です。ユーザインターフェイスを使用し
てローカルでオン/オフを切り替えることはできません。

[発信者IDブロック
(Caller ID Blocking)]

サイレント（DND）機能を設定します。有効値は次のとおりです。

• [ユーザ(User)]：電話機のdndControlパラメータに0を指定します。

• [管理者(Admin)]：電話機の dndControlパラメータに 2を指定しま
す。

[サイレントコントロー
ル(Do Not Disturb
Control)]
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説明フィールド

Cisco Unified IP Phone 7940と 7960は、ログインアクセス用のセキュア
シェル（SSH）をサポートせず、ログ収集に使用されるハイパーテキス
ト転送プロトコル（HTTP）もサポートしません。ただし、これらの電
話機は、Telnetをサポートします。ユーザは、Telnetを使用して、電話
機を制御したり、デバッグを収集したり、設定値を表示したりできま

す。このフィールドでは、指定可能な次の値で telnet_level設定パラメー
タを制御します。

• [無効(Disabled)]（アクセス不能）

• [制限付き(Limited)]（一部のアクセスは可能だが、特権コマンドを
実行できない）

• [有効(Enabled)]（フルアクセス）

[7940と7960のTelnetレ
ベル(Telnet Level for
7940 and 7960)]

このフィールドを使用して管理者は、SIPプロファイルを介した回線へ
の割り当てのために、クラスタの定義済みのリソースプライオリティ

ネームスペースネットワークドメインのいずれかを選択できます。

[リソースプライオリ
ティネームスペース
(Resource Priority
Namespace)]

Cisco Unified Communications Managerでは、冗長性のサポートにキープ
アライブメカニズムが必要です。このフィールドは、フェールオーバー

が必要になったときにバックアップCiscoUnifiedCommunicationsManager
が使用可能であることを保証するために、バックアップ Cisco Unified
CommunicationsManagerに送信されるキープアライブメッセージの間隔
を指定します。

[キープアライブのタイ
ムアウト値(秒)(Timer
Keep Alive Expires
(seconds))]

サブスクリプションが期限切れになるまでの時間を秒数で指定します。

この値は、Expiresヘッダーフィールドに挿入されます。有効値は任意
の正数です。デフォルト値は 120です。

[サブスクライブのタイ
ムアウト値(秒)(Timer
Subscribe Expires
(seconds))]

このパラメータは、[サブスクライブのタイムアウト値(Timer Subscribe
Expires)]の設定値とともに使用します。電話機は、サブスクリプショ
ン期間（[サブスクライブのタイムアウト値(Timer Subscribe Expires)]に
よって管理）が終わる [サブスクライブの再送間隔の調整値(Timer
Subscribe Delta)]秒前に再サブスクライブします。有効値の範囲は 3～
15です。デフォルトは 5です。

[サブスクライブの再送
間隔の調整値(秒)(Timer
Subscribe Delta
(seconds))]

この設定変数を使用して、コールをドロップする前に電話機がコールの

リダイレクトを許可する最大回数を指定します。デフォルトは 70回の
リダイレクトです。

[最大リダイレクト
(MaximumRedirections)]
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説明フィールド

電話の受話器が外されてから最初のディジットタイマーが設定される

までの経過時間をマイクロ秒数で指定します。値は 0～ 15,000マイク
ロ秒です。デフォルトは 15,000マイクロ秒です。

[オフフックから最初の
数字タイマー(OffHook
To First Digit Timer、マ
イクロ秒)]

このURIでは、SIPを実行している電話機がコール転送の機能を起動す
るためにCisco Unified CommunicationsManagerに送信する固有のアドレ
スを指定します。

[コール転送URI(Call
Forward URI)]

このURIでは、SIPを実行している電話機が短縮ダイヤルの機能を起動
するためにCisco Unified CommunicationsManagerに送信する固有のアド
レスを指定します。

回線キーに関連付けられていないスピードダイヤル（短縮ダイヤルイ

ンデックス）は、電話機にダウンロードされません。電話機は、機能

表示メカニズム（コール情報ヘッダーを含む INVITE）を使用して、短
縮ダイヤル番号がいつ入力されたかを示します。要求 URIには短縮ダ
イヤルディジット（たとえば 14）が含まれ、コール情報ヘッダーには
短縮ダイヤル機能が示されます。 Cisco Unified Communications Manager
は、短縮ダイヤルディジットを設定済みの数字列に変換し、コールを

その数字列で拡張します。短縮ダイヤルディジットに対して数字列が

設定されていない場合、電話機に 404 Not Found応答が返されます。

[短縮ダイヤル
URI(Abbreviated Dial
URI)]

このチェックボックスは、Cisco Unified IP Phone 7940または 7960を使
用している会議開始者が電話を切った場合、その電話機が残りの会議参

加者を参加させようとするかどうかを指定します。残りの会議参加者

を参加させる場合は、このチェックボックスをオンにします。残りの会

議参加者を参加させない場合は、このチェックボックスをオフのままに

します。

このチェックボックスは、SRSTモードのCiscoUnified IPPhone
7941/61/70/71/11だけに適用されます。

（注）

[会議参加が有効
(Conference Join
Enabled)]

コール保留の信号がCisco Unified CommunicationsManagerに送信される
場合、RFC2543に従って接続アドレスを 0.0.0.0に設定できるようにす
るには、このチェックボックスをオンにします。この操作により、

RFC3264をサポートしないエンドポイントとの下位互換性を確保できま
す。

[RFC 2543保留(RFC
2543 Hold)]
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説明フィールド

このチェックボックスでは、Cisco Unified IP Phone 7940および 7960の
発信者が、コールの呼び出し音が鳴っているときに、在席転送の2番目
のレッグを転送できるかどうかを指定します。準在席転送を使用可能

にする場合は、このチェックボックスをオンにします。準在席転送を使

用不可にする場合は、このチェックボックスをオフのままにします。

このチェックボックスは、SRSTモードのCiscoUnified IPPhone
7941/61/70/71/11だけに適用されます。

（注）

[準在席転送(Semi
Attended Transfer)]

VoiceActivationDetection（VAD）を使用可能にする場合は、このチェッ
クボックスをオンにします。VADを使用不可にする場合は、このチェッ
クボックスをオフのままにします。 VADが使用可能である場合、音声
検出時にメディアは伝送されません。

[VADの有効化(Enable
VAD)]

電話機がオフフックになったときに、メッセージがある場合は断続音が

聞こえるようにするには、このチェックボックスをオンにします。メッ

セージがあっても断続音が聞こえないようにするには、オフのままにし

ます。

この設定は、SIPを実行する Cisco Unified IP Phone 7960および 7940を
サポートします。

[メッセージがある場合
は断続音(Stutter
Message Waiting)]

MLPPユーザ認証を有効にする場合は、このチェックボックスをオンに
します。MLPPユーザ認証では、電話機からMLPPユーザ名およびパ
スワードを送信する必要があります。

[MLPPユーザ認証
(MLPP User
Authorization)]

[正規化スクリプト(Normalization Script)]

ドロップダウンリストボックスから、この SIPプロファイルに適用す
るスクリプトを選択します。

別のスクリプトをインポートするには、[SIP正規化スクリプト設定(SIP
Normalization Script Configuration)]ウィンドウ（[デバイス(Device)] > [デ
バイスの設定(Device Settings)] > [SIP正規化スクリプト(SIP Normalization
Script)]）に移動し、新しいスクリプトファイルをインポートします。

[正規化スクリプト
(Normalization Script)]

オプションで、パラメータ名およびパラメータ値を入力します。有効

な値は、等号（=）、セミコロン（;）、および印刷できない文字（タブ
など）を除くすべての文字です。値を持たないパラメータ名を入力で

きます。

パラメータ行を追加するには、[+]（プラス）ボタンをクリックします。
パラメータ行を削除するには、[-]（マイナス）ボタンをクリックしま
す。

パラメータ名およびパラメータ値を入力する前に、[正規化ス
クリプト(Normalization Script)]ドロップダウンリストボック
スでスクリプトを選択する必要があります。

（注）

[パラメータ名
(Parameter Name)]/[パラ
メータ値(Parameter
Value)]
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説明フィールド

スクリプト内でトレースを有効にするには、このチェックボックスをオ

ンにします。トレースを無効にするには、このチェックボックスをオフ

にします。チェックボックスをオンにすると、Luaスクリプタに対して
提供される trace.output APIによって SDIトレースが生成されます。

スクリプトをデバッグするときだけにトレースを有効にする

ことを推奨します。トレースはパフォーマンスに影響を与え

るため、通常の稼動状況では有効にしないでください。

（注）

[トレースを有効にする
(Enable Trace)]

[URIからの着信要求の設定(Incoming Requests FROM URI Settings)]

発呼者回線 IDに使用するパターン（0～ 24桁）を入力します。たとえ
ば、北米では次のとおりです。

• 555XXXX=可変の発呼者回線 ID。ここで、Xは内線番号に相当し
ます。エリアコードを指定しない場合は、COがこの番号にエリ
アコードを追加します。

• 55000=固定の発呼者回線 ID。コールの発信元の正確な内線番号の
代わりに、Corporate番号を送信する場合に使用してください。エ
リアコードを指定しない場合は、COがこの番号にエリアコード
を追加します。

国際的なエスケープ文字 +も入力することができます。

[発信者ID DN(Caller ID
DN)]

発信元のSIPデバイスから受信した発信者名を上書きするには、発信者
名を入力します。

[発信者名(CallerName)]

[トランク固有の設定(Trunk Specific Configuration)]
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説明フィールド

Cisco Unified Communications Managerは、設定された SIPトランクの宛
先アドレスと一致する IPアドレスの SIPデバイスから着信したコール
だけを受け入れます。また、SIPメッセージが着信するポートは、SIP
トランク上で設定されたポートと一致している必要があります。 Cisco
Unified Communications Managerがコールを受け取ると、Cisco Unified
CommunicationsManagerはこの設定の構成を使用して、コールをもうひ
とつのトランクへルーティングする必要があるかどうか判断します。

ドロップダウンリストボックスから、コールの再ルーティングを行う

SIPトランクを識別するときに Cisco Unified Communications Managerが
使用する方法を選択します。

• [しない(Never)]：SIPトランクが発信デバイスの IPアドレスと一致
する場合は、このオプションを選択します。デフォルト設定では、

このオプションが選択されています。CiscoUnifiedCommunications
Managerは、着信パケットの送信元 IPアドレスとシグナリングポー
ト番号を使用してトランクを識別しますが、別の（新しい）SIPト
ランクにコールをルーティングすることはありません。コールは、

着信した SIPトランクで処理されます。

• [連絡先情報ヘッダ(Contact Info Header)]：SIPトランクが SIPプロ
キシを使用する場合は、このオプションを選択します。CiscoUnified
CommunicationsManagerは、着信要求の連絡先ヘッダーを解析し、
ヘッダーで指定された IPアドレス（またはドメイン名）およびシ
グナリングポート番号を使用して、その IPアドレスおよびポート
を使用するSIPトランクにコールを再ルーティングします。SIPト
ランクが識別されない場合、コールは、着信したトランクで処理

されます。

• [purpose=x-cisco-origIPのコール情報ヘッダー(Call-Info Header with
purpose=x-cisco-origIP)]：SIPトランクが Customer Voice Portal
（CVP）またはBack-to-BackUserAgent（B2BUA）を使用する場合
は、このオプションを選択します。着信要求を受信した場合、Cisco
UnifiedCommunicationsManagerは、コール情報ヘッダーを解析し、
purpose=x-cisco-origIPというパラメータを検索します。次に、ヘッ
ダーで指定された IPアドレス（またはドメイン名）およびシグナ
リングポート番号を使用して、その IPアドレスおよびポートを使
用する SIPトランクにコールを再ルーティングします。そのパラ
メータがヘッダーに存在しない場合や、SIPトランクが識別されな
い場合、コールは、着信した SIPトランクで処理されます。

この設定は、Cisco Unified Presenceプロキシサーバに接
続されている SIPトランク、または Cisco Unified CMグ
ループ内の発信元ゲートウェイに接続されている SIPト
ランクには機能しません。

ヒント

[着信要求を新規トラン
クへと再ルーティング

する基準(Reroute
Incoming Request to new
Trunk based on)]
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説明フィールド

このフィールドでは、RSVP over SIPトランクを設定します。ドロップ
ダウンリストボックスから、Cisco Unified Communications Managerで
RSVP over SIPトランクを設定するために使用する方法を選択します。

• [ローカルRSVP(Local RSVP)]：ローカル設定では、クラスタ間の
WANリンクではなく、各クラスタ内のエンドポイントとローカル
SIPトランクとの間で RSVPが確立されます。

• [E2E]：エンドツーエンド（E2E）設定では、ローカルクラスタ内
やWAN上などエンドポイント間のパス全体で RSVPが確立され
ます。

[RSVP Over SIP]

ドロップダウンメニューから、設定済みの [リソースプライオリティ
ネームスペースリスト(Resource Priority Namespace List)]を選択します。
[システム(System)] > [MLPP] > [ネームスペース(Namespace)]からアクセ
スする [リソースプライオリティネームスペースリスト(Resource Priority
Namespace List)]メニューでリストを設定します。

[リソースプライオリ
ティネームスペースリ

スト(Resource Priority
Namespace List)]

失敗したエンドツーエンド RSVPコールをローカル RSVPにフォール
バックしてコールを確立する場合は、このボックスをオンにします。

このボックスをオフにすると、エンドツーエンド接続を確立できないエ

ンドツーエンド RSVPコールは失敗します。

[ローカルRSVPに
フォールバック(Fall
back to local RSVP)]

このフィールドでは、SIPRel1XXを設定します。この値によって、（100
Tryingメッセージ以外の）すべての SIP暫定応答が確実にリモートの
SIPエンドポイントに送信されるかどうかが決まります。有効値は次の
とおりです。

• [無効(Disabled)]：SIP Rel1XXを無効にします。

• [1xxにSDPが含まれている場合にPRACKを送信(SendPRACK if 1XX
contains SDP)]：1XXメッセージに SDPが含まれる場合にだけ、
1XXメッセージに PRACKで応答します。

• [すべての1xxメッセージにPRACKを送信(Send PRACK for all 1XX
messages)]
：すべての all1XXメッセージに PRACKで応答します。

[RSVPOver SIP]フィールドを [E2E]に設定した場合は、[無効(Disabled)]
を選択できません。

[SIPRel1XXオプション
(SIP Rel1XX Options)]
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説明フィールド

[ビデオコールトラフィッククラス(Video Call Traffic Class)]は、ビデオ
エンドポイントのタイプ、またはSIPプロファイルを関連付けるトラン
クを定義します。ドロップダウンリストボックスから、次の 3つのオ
プションのいずれかを選択します。

• [イマーシブ(Immersive)]：高画質イマーシブビデオ。

• [デスクトップ(Desktop)]：標準のデスクトップビデオ。

• [混合(Mixed)]：イマーシブビデオとデスクトップビデオの混合。

CiscoUnifiedCommunicationsManagerロケーションコールアドミッショ
ン制御（CAC）では、[ビデオコールトラフィッククラス(Video Call
Traffic Class)]で指定されるコールのタイプに基づいて、「ビデオ帯域
幅」と「イマーシブ帯域幅」の2つのビデオ帯域幅プールから帯域幅を
予約します。詳細については、『Cisco Unified Communications Manager
システムガイド』の「コールアドミッション制御」の章を参照してく

ださい。

[ビデオコールトラ
フィッククラス(Video
Call Traffic Class)]

ネットワークが提供する IDを選択するには、[URIからのストリクトの
み表示(Strict From URI presentation Only)]を選択します。

ユーザが提供する IDを選択するには、[ストリクトIDヘッダーのみの表
示(Strict Identity Headers presentation Only)]を選択します。

[発呼者回線IDの表示
(Calling Line
Identification
Presentation)]

b番号をヌル値に変更するのではなく、トランク間の会議ブリッジを識
別する b番号を SIPトランクで渡すには、このチェックボックスをオン
にします。

受信側では、このフィールドが有効である必要はありません。

録音機能へのOpen Recording Architecture（ORA）SIPヘッダー拡張を機
能させるために、このチェックボックスをオンにする必要はありませ

ん。

このチェックボックスを有効にすると、レコーダはユーザが会議に参加

している録音セッションを調整できます。

[会議ブリッジIDの配信
(Deliver Conference
Bridge Identifier)]
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説明フィールド

早期オファーをサポートするトランクを作成する場合は、このチェック

ボックスをオンにします。

SIPプロファイル上の早期オファーの設定は、SIPトランクコールに適
用されます。この設定は SIP回線側のコールには影響しません。この
プロファイルがトランクと回線で共有される場合、プロファイルを使用

する SIPトランクによってだけ早期オファーが提供されます。

E2E RSVPでは初期 INVITEに SDPを含めることによって早期オファー
が提供されるため、早期オファー機能とE2ERSVP機能は [SIPプロファ
イルの設定(SIP Profile Configuration)]ウィンドウで相互に排他的です。
[RSVP Over SIP]ドロップダウンリストボックスで [E2E]を選択する
と、[音声コールとビデオコールに対する早期オファーのサポート(必要
な場合はMTPを挿入)(Early Offer support for voice and video calls (insert
MTP if needed))]チェックボックスは無効になります。

[トランクの設定(Trunk Configuration)]ウィンドウの [メディア
ターミネーションが必須(Media Termination Required)]チェッ
クボックスをオンにすると、関連する SIPプロファイル上の
早期オファーの設定よりも優先されます。 Cisco Unified
CommunicationsManagerによって、MTPの IPアドレスおよび
ポートが単一のコーデックとともに初期 INVITEの SDPで送
信されます。

（注）

[音声コールとビデオ
コールに対する早期オ

ファーのサポート(必要
な場合はMTPを挿
入)(Early Offer support
for voice and video calls
(insert MTP if needed))]
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説明フィールド

補助サービス中のコール保留またはメディア中断中に Cisco Unified
Communications Managerが INVITE a=inactive SDPメッセージを送信し
ないようにするには、このチェックボックスをオンにします。

このチェックボックスは、早期オファー対応 SIPトランクだ
けに適用され、SIP回線コールには影響しません。

（注）

タンデムモードの早期オファーSIPトランクに対して [通話中INVITEで
送受信SDPを送信(Send send-receive SDP in mid-call INVITE)]を有効にす
ると、SIPデバイスがオーディオメディア回線で a=inactiveまたは
sendonlyまたは recvonlyのオファーSDPを送信するときに、CiscoUnified
CommunicationsManagerはMTPを挿入して sendrecv SDPを提供します。
タンデムモードでは、Cisco Unified Communications Managerは SIPデバ
イスに依存して、send-recvSDPを含む遅延 INVITEまたは通話中 INVITE
を送信することによってメディアパスの再確立を開始します。

同じ SIPプロファイルで [通話中INVITEで送受信SDPを送信(Send
send-receive SDP in mid-call INVITE)]と [通話中のメディア変更にはSDP
Inactive Exchangeが必要(Require SDP Inactive Exchange for Mid-Call Media
Change)]の両方を有効にすると、[通話中INVITEで送受信SDPを送信(Send
send-receive SDP in mid-call INVITE)]が [通話中のメディア変更にはSDP
Inactive Exchangeが必要(Require SDP Inactive Exchange for Mid-Call Media
Change)]よりも優先されるため、Cisco Unified Communications Manager
は通話中のコーデック更新で a=inactive SDPを含む INVITEを送信しま
せん。SIP回線側のコールでは、[通話中のメディア変更にはSDPInactive
Exchangeが必要(Require SDP Inactive Exchange forMid-CallMedia Change)]
が有効になっている場合には、このチェックボックスが適用されます。

複数保留シナリオで SDPモードが非アクティブに設定されな
いようにするには、クラスタ全体のサービスパラメータDuplex
Streaming Enabled（[システム(System)] > [サービスパラメータ
(Service Parameters)]）を Trueに設定します。

（注）

[通話中INVITEで送受
信SDPを送信(Send
send-receive SDP in
mid-call INVITE)]
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説明フィールド

このボックスがオンの場合は、サポートされているSIPエンドポイント
に Binary Floor Control Protocolを使用したプレゼンテーション共有の有
効化を許可するように、Cisco Unified Communications Managerが設定さ
れます。

BFCPを使用すると、既存のオーディオストリームおよびビデオスト
リームに加えて、追加のメディアストリームが作成されます。この追

加のストリームは、任意のユーザのラップトップからSIPテレビ電話に
PowerPointプレゼンテーションなどのプレゼンテーションを送るために
使用されます。

このボックスがオフの場合、Cisco Unified Communications Managerで
は、応答時の SDPメッセージで BFCPアプリケーション回線ポートお
よび関連付けられたメディア回線ポートに 0を設定することにより、
SIPプロファイルが関連付けられているデバイスからの BFCPオファー
を拒否します。これが、デフォルトの動作です。

BFCPは、SIPネットワークのみでサポートされています。プ
レゼンテーション共有が機能するには、すべての SIPトラン
ク、回線、およびエンドポイントで BFCPが有効化されてい
る必要があります。 SIP回線または SIPトランクでMTP、
RSVP、TRP、またはトランスコーダを使用している場合、
BFCPはサポートされていません。

（注）

BFCPの詳細については、『Cisco Unified Communications Managerシス
テムガイド』を参照してください。

[BFCPを使用するプレ
ゼンテーション共有を

許可(Allow Presentation
Sharing using BFCP)]

iXメディアチャネルのサポートを有効にするには、このチェックボッ
クスをオンにします。

[iXアプリケーションメ
ディアを許可(Allow iX
Application Media)]

設定済み回線デバイス発信者情報のSIPトランクからのパススルーを可
能にするには、このボックスをオンにします。

[設定済み回線デバイス
発信者情報のパスス

ルーを許可(Allow
Passthrough of
Configured Line Device
Caller Information)]

非通知着信コールを拒否する場合は、このボックスをオンにします。[非通知着信コールを拒
否(Reject Anonymous
Incoming Calls)]

非通知発信コールを拒否する場合は、このボックスをオンにします。[非通知発信コールを拒
否(Reject Anonymous
Outgoing Calls)]

[SIP OPTIONS Ping]
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説明フィールド

SIPOPTIONS機能を有効にする場合は、このチェックボックスをオンに
します。SIPOPTIONSは、SIPトランクで設定された接続先アドレスに
対する要求です。リモート SIPデバイスが応答できないか、503 Service
Unavailableや 408 Timeoutなどの SIPエラー応答を返送する場合、Cisco
Unified Communications Managerは、他のトランクを使用するか別のア
ドレスを使用して、コールを再ルーティングしようとします。

このチェックボックスをオンにしない場合、SIPトランクによって SIP
トランクの接続先のステータスは追跡されません。

このチェックボックスがオンの場合、2つの要求タイマーを設定できま
す。

[サービスタイプ "なし
(デフォルト)"のトラン
クの接続先ステータス

をモニタするために

OPTIONSPingを有効に
する(Enable OPTIONS
Ping to monitor
destination status for
Trunks with service type
“None (Default)”)]

このフィールドでは、リモートピアが応答しており、トランクがイン

サービスとしてマークが付けられているときの SIP OPTIONS要求間の
時間を設定します。少なくとも 1つの IPアドレスが使用可能な場合、
トランクはインサービスです。すべての IPアドレスが使用不可の場合、
トランクはアウトオブサービスです。

デフォルト値は 60秒です。有効な値の範囲は 5～ 600秒です。

[インサービスおよび一
部インサービスのトラ

ンクのPing間隔
(秒)(Ping Interval for
In-service and Partially
In-service Trunks
(seconds))]

このフィールドでは、リモートピアが応答しておらず、トランクがア

ウトオブサービスとしてマークが付けられているときの SIP OPTIONS
要求間の時間を設定します。リモートピアは、OPTIONSに応答できな
い場合、503または 408応答を送信する場合、Transport Control Protocol
（TCP）接続を確立できない場合に、アウトオブサービスとしてマー
クが付けられる可能性があります。少なくとも 1つの IPアドレスが使
用可能な場合、トランクはインサービスです。すべての IPアドレスが
使用不可の場合、トランクはアウトオブサービスです。

デフォルト値は 120秒です。有効な値の範囲は 5～ 600秒です。

[アウトオブサービスの
SIPトランクのPing間隔
(秒)(Ping Interval for
Out-of-service SIP
Trunks (seconds))]

このフィールドには、OPTIONS要求を再送信するまでの最大待機時間
を指定します。

有効な値の範囲は 100～ 1000ミリ秒です。デフォルト値は 500ミリ秒
です。

[Ping再試行タイマー(ミ
リ秒)(Ping Retry Timer
(milliseconds))]

このフィールドには、Cisco Unified Communications Managerがリモート
ピアにOPTIONS要求を再送信する回数を指定します。設定した再試行
が行われた後、接続先は障害があると見なされます。障害検出を早く

するには、再試行数を少なくします。

有効な値の範囲は 1～ 10です。デフォルト値は 6です。

[Ping再試行数(Ping
Retry Count)]
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SIP プロファイルの設定と SIP デバイスの同期化
設定を変更した SIPプロファイルと SIPデバイスを同期化する手順は、次のとおりです。この手
順によって、中断を最小限に抑えた方法で未処理の設定が適用されます（たとえば、影響を受け

るデバイスの一部は、リセットまたはリスタートが不要な場合があります）。

手順

ステップ 1 [デバイス(Device)] > [デバイスの設定(Device Settings)] > [SIPプロファイル(SIP Profile)]を選択しま
す。

[SIPプロファイルの検索/一覧表示(Find and List SIP Profiles)]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 使用する検索条件を選択します。

ステップ 3 [検索(Find)]をクリックします。
検索条件に一致する SIPプロファイルの一覧がウィンドウに表示されます。

ステップ 4 適用可能な SIPデバイスを同期化する SIPプロファイルをクリックします。 [SIPプロファイルの
設定(SIP Profile Configuration)]ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 他の設定変更を行います。

ステップ 6 [保存(Save)]をクリックします。

ステップ 7 [設定の適用(Apply Config)]をクリックします。
[設定の適用情報(Apply Configuration Information)]ダイアログが表示されます。

ステップ 8 [OK]をクリックします。
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